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●安全上のご注意 

 

はじめに 

・この製品についての説明には、製品を使用する際と、自動車に装着する際の注意事項が詳

しく記載してあります。良くお読みになって、正しくお使いください。 

・装着車両に、この製品システム以外の製品装着や改造を行った場合に発生する不具合に関

して、弊社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

・お客様ご本人または第三者の方が、この製品および付属品の誤った使用や、その使用中に

生じた故障、その他の不具合によって受けられた障害については、弊社は一切の責任を負

いかねますのであらかじめご了承ください。 

・この製品および付属品は、改良のため予告なく変更する事があります。 

 

 

 この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が死亡または重
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警告 
傷を負う可能性が想定される危険の状況を示します。 

 

気の良い場所で取り付け作業を行ってください。 

気の悪い場所で作業を行うと、爆発・火災の原因となります。 

の製品および付属品はしっかりと固定し、運転の妨げになる場所・不安定な場所に取り付

ないでください。 

転に支障をきたし、事故の原因になります。 

の製品は、車両電源がＤＣ１２Ｖ車で車体（ボディ）アースの車両専用です。 

Ｃ２４Ｖ又は１２Ｖ・２４Ｖ兼用車には使用しないでください。火災の原因となります。 

ッテリーのマイナス端子をはずしてから、取り付け作業を行ってください。 

ョートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

ネクタを外す場合、ハーネスを引っ張らず、必ずコネクタを持って取り外してください。 

ョートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

の製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中止し、販売

または弊社までお問い合わせください。 

のまま使用すると、感電や火災、電装部品の破損の原因となります。 

転者は走行中にこの製品の操作を行わないでください。 

故の原因となる恐れがあり大変危険です。 

の製品の取り付け時に、エンジンルーム内の電気配線や配管類を傷つけないよう注意して

ださい。 

ョートなどによる火災、電装部品・エンジン・車両の破損の原因となります。 

用しない配線などは、絶縁テープを巻くなどして必ず絶縁対策を行って下さい。 
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この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中

程度の傷害を負う可能性が想定される危険な状況および物質損害の

発生のみが想定される状況を示します。 

 注意 

 

・この製品の取り付けは、必ず専門業者に依頼してください。 

取り付けには専門の知識と技術が必要です。 

・この製品を装着前に落下させたり、装着時に無理な力を加えたりしないでください。 

作動不良の原因になる場合があります。 

・この製品の加工・分解・改造は絶対に行わないでください。 

事故、火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

加工・分解・改造等の形跡が見られる場合、クレーム・修理の対象外にさせて頂きます。 

・高温になる場所や、水が直接かかる場所には、取り付けをしないでください。 

感電、火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・エンジンルーム内の温度が下がってから、作業をはじめてください。 

エンジン本体、ラジエター、排気関係の部品は高温になり、火傷の恐れがあります。 

・定期的に点検を実施し、十分に注意してご使用ください。 

この製品は耐久性を考慮して、厳選された材料を使用し、厳重な社内品質管理のもとに製

造されていますが、車両の使用条件や環境などにより、耐久性が落ちる事があります。 

・過給圧の上げ過ぎには、注意してください。 

過給圧を上げ過ぎると、エンジン・タービンを破損する恐れがあります。 

過給圧の上げ過ぎよる不具合に関して、弊社は一切のその責任を負いかねますのであらか

じめご了承ください。 

・取り付け作業のために一時的に取り外す純正部品は、破損・紛失しないように大切に保管し

てください。 

当社は取り付け作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、慎重に作業を行っ

てください。 

・ボルト・ナット類は、適切な工具で確実に締め付けてください。 

必要以上に締め付けを行うと、ボルトのネジ部が破損します。 
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■はじめに確認してください 

 この度は、弊社製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

 本製品を安全に且つ正しくお使いいただくために必ず本取扱説明書をよくお読みください。 

 

■最初に 

本製品は車速信号を利用して車両の駆動パワー及びＮＥＴパワーを算出表示するデジタル

マルチメーターです。車速信号から加速度を算出しますので、車両重量、２ＷＤ／４ＷＤの区

別、車種別の補正値（走行抵抗補正）を別途入力するだけで駆動パワー及びＮＥＴパワーが

算出できます。車重入力はｋｇと１ｂ（ポンド）入力が可能です。 

実際にロードを走行して算出しますので、路面の摩擦抵抗、勾配、空気抵抗なども含まれる

為より正確な計測ができ、０ＰＳ～ＭＡＸ１２００ＰＳに対応します。パワー（馬力）の単位は、Ｐ

Ｓ・ｋＷ・ＨＰより選択が可能です。 

また、同時にスピードメーターとしての機能も備えています。０ｋｍ／ｈ～ＭＡＸ４００ｋｍ／ｈま

で表示可能です。スピード表示はｍ／ｈ単位表示も可能です。 

新たに、スピードリミッター解除機能を装備しました。（その他の電子制御機能が作動し、スピ

ードリミッターが解除できない車両があります。） 

 

〔不適合車種一覧表〕 

車種 年式 車両型式 エンジン型式 

セルシオ 94.10～ ＵＣＦ＃ ＃ＵＺ－ＦＥ 

クラウン 91.10～95.8 ＪＺＳ１４系 ２ＪＺ系 

クラウン 99.9～ ＪＺＳ１７系 １ＪＺ系 

クラウンマジェスタ 95.8～97.7 ＵＺＳ１５系 １ＵＺ－ＦＥ 

アリスト 97.8～ ＪＺＳ１４・１６系 ２ＪＺ系 

ソアラ 96.8～ ＺＺ３０系 １ＪＺ・１ＵＺ系 

マークⅡ系（ＡＴ車） 94.9～ ＪＺＸ９０・１＃系 １ＪＺ系 

※上記の不適合車種一覧表以外の車種で、車速センサー以外のスピードリミッター制御装置

装着車及び、車速信号の検知が困難な車両は適合外になりますので、ご了承下さい。 

 

■製品の特徴 

・車両の駆動パワー又は車両スピードをリアルタイムに測定表示。ピークホールド、ターゲット

（目標）値設定機能も搭載しており、ターゲット値に達するとバックライトが赤く点灯します。又、

スピードピーク時のパワー、パワーピーク時のスピードの確認が可能です。 

スピードリミッターカット機能を装備しました。（解除設定値入力方式） 

・駆動パワー計測  ＰＳ（０～１２００ＰＳ）、ＨＰ（０～１１８３ＨＰ）、ＫＷ（０～８８２ＫＷ）の選択が

可能。また、スピード計測 ｋｍ／ｈ（０～４００ｋｍ／ｈ）、ＭＰＨ（０～２４９ＭＰＨ）の選択が可

能です。  
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・ＤＡＳＨ計測機能搭載 ０－２００Ｍ、０－４００Ｍ、０－１０００Ｍ、（ｍ／ｈ表示選択時は、０－１

／８Ｍｉｌｅ、０－１／４ｍｉｌｅ、０－５／８ｍｉｌｅ）の距離計測、０－１００ｋｍ／ｈ、０－２００ｋｍ／ｈ、

０－３００ｋｍ／ｈ、１００－２００ｋｍ／ｈ、２００－３００ｋｍ／ｈ、（ｍ／ｈ表示選択時は、０－５０

ＭＰＨ、０－１００ＭＰＨ、０－２００ＭＰＨ、５０－１００ＭＰＨ、１００－２００ＭＰＨ）の速度計測な

ど各種タイム計測ができ、最大４回のタイムをメモリー（記憶）します。 

 ＤＡＳＨ計測の開始にはカウントダウンスタート方式を採用しました。 

・視認性、インテリア性を重視した大型ＬＣＤを採用。厚みはわずか１６ｍｍ。取り付けしやすく、

操作性に優れたコンパクトな表示器です。 

・ＬＣＤ画面上部のバーグラフがスピード又はパワーに連動してリアル値を表示します。 

・スタート時のホイールスピン量（距離）を任意に設定することにより、ホイールスピン時の異常

な馬力値を検知しないようにする事が出来ます。又、走行時に異常と思われる加速度を検知

した時は、そのピーク値を更新しないようになっています。 

 

■ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ ＳＪの表示馬力 

本製品は車重と速度の関係より実際にタイヤが路面に対して行う仕事量を演算し駆動馬力と

して表示しますので実際のエンジン単体での出力や各自動車メーカーが公表している数値（ネ

ット馬力）とは異なります。実際にロードを走行して計測するので、その時々のエンジンが発生

する馬力から各種抵抗値（転がり抵抗、空気抵抗、駆動ロス）を差し引いた数値が実際の駆動

馬力としてリアルタイムに表示されます。これは、各車両の前面投影面積（ＣｄＡ）から空気抵

抗値を演算することによりエンジンの発生する最大馬力を表示します。 

 

■表示画面参照一覧 

●本取り扱い説明書の画面確認は、以下の画面を参照して下さい。 

 

 

速度表示ﾓｰﾄﾞ          速度ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ      速度ﾊﾟｯｼﾝｸﾞﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ     速度 TARGET ﾓｰﾄﾞ 

 

 

速度ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ     ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ解除ﾓｰﾄﾞ      ｱﾗｰﾑ設定 OFF          ｱﾗｰﾑ設定 ON 

 

 

馬力表示ﾓｰﾄﾞ          馬力ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ      馬力ﾊﾟｯｼﾝｸﾞﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞ     馬力 TARGET ﾓｰﾄﾞ 

 

 

車両重量入力ﾓｰﾄﾞ       駆動方式設定ﾓｰﾄﾞ       走行抵抗値入力ﾓｰﾄﾞ      DASH 記録表示ﾓｰﾄﾞ 

 

 

DASH 計測項目１        DASH 計測項目２      DASH 計測ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ RDY  DASH 計測ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ GO 
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■製品の構成と各部の名称 

 （１）操作表示部                     ＵＰスイッチ 

   

 

 

 

 

 

 

 

   ＳＥＬＥＣＴスイッチ           ＤＯＷＮスイッチ 

 

本体サイズ ： ８６（Ｗ）×２６（Ｈ）×１６（Ｄ） 

 

 ※配線接続位置 

車両の以下の系統へ接続してください。 

     赤色 ： メイン電源（ＩＧＮ－ＯＮで１２Ｖかかる場所又はＡＣＣ１２Ｖ） 

     黒色 ： ＧＮＤ（ボディーアース） 

     橙色 ： 車速信号入力側（車両ハーネスセンサー側） 

     茶色 ： 車速信号出力側（車両ハーネスＣＰＵ側） 

    

※ＩＧＮ電源・ＣＰＵ車速パルス接続位置は、付属の「ＥＣＵ配線図」を参照して下さい。 

 

■構成部品及び付属品リスト 

 

部品名 数量 仕様 

パワーメーターＳＪ本体 １ ハーネス長１．５ｍ 

接続ハーネス（黒線端子付） １ 赤・黒１．５ｍ 橙・茶２．５ｍ 

両面テープ １ ５０ｍｍ×１５ｍｍ 

エレクトロタップ ３  

タイラップ ２  

取り扱い説明書 １ 保証書兼用 

ＥＣＵ配線図 １  
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●ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ ＳＪの取り付け作業手順 

 取り付け上のご注意  

１．バッテリーのマイナス端子を取り外してください。 

・ショートなどによる電装部品の破損や火災を防ぎます。取り付けミスにより車両やその他機

器が破損した場合、弊社は一切の責任を負いません。 

・カーオーディオやナビゲーションシステムなど、バッテリー電源にてバックアップメモリが失

われる事がありますので事前にメモしておく事をお勧めします。 

２．ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ ＳＪを付属の両面テープ等を使用して運転に支障のない場所へ取り

付けてください。またエアコンの吹出口や直射日光の当たるダッシュボード上等温度の高く

なる場所は避けてください。電子部品の作動温度の限界温度を超えた場合本体が作動不

良を起こす場合や、ケースの変形等により操作に支障をきたす場合があります。 

３．接続ハーネスの赤線をＩＧＮ＋１２Ｖに付属のエレクトロタップを使用して接続して下さい。 

４．黒線をＧＮＤ（ボディーアース）が確実にとれる場所に接続して下さい。 

５．ＥＣＵの車速パルス線を結線できる長さの所で切断します。橙線を切断した車速線のセン

サー側に付属のエレクトロタップを使用して接続します。茶線を切断した車速線のＥＣＵ側

に付属のエレクトロタップを使用して接続して下さい。 
・電源はＤＣ１２Ｖ車専用です。２４Ｖには対応しません。 

・ＧＮＤ（ボディーアース）は確実に接地させてください。塗装がのっていたり、アースが不十分

な場合は本体が正常に機能しない場合があります。 

・車速信号の取りだしは別冊のＥＣＵ配線図を参照してください。接触不良で車速パルスがう

まく入力されないと本体が正常に機能しない場合があります。 

 

 取り付け後の作動確認  

１．バッテリーのマイナス端子を接続してください。 

・しっかり固定し走行中の振動等で外れないようにしてください。 

２．ＩＧＮ－ＯＮ後約３秒間は、画面表示が ― ― ―  となりバーグラフ上で２セグメントが流

れた後、ＳＰＤ（車速）表示画面になります。２回目以降電源を入れた場合は、ＩＧＮ－ＯＦＦ

した時の画面になります。但し、前回ＯＦＦモードだった場合は、ＯＦＦと表示され約３秒後

に消灯します。 

 ・画面が表示されない場合は電源系統の異常もしくはコネクターの接触不良等が考えられま

す。もう一度テスター等で確認してください。 

３．エンジンを始動し、ＳＰＤの表示がでていることを確認し、実際に走行して車速が表示され

ることを確認して下さい。各種設定は本取り扱い説明書を参照して正しく設定して下さい。

接触不良もしくは取り付け不良の場合、車速が表示されない又は異常値を表示する事が

あります。再度、ＥＣＵ配線図を参照し取り付けの確認をしてください。 
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 パワーメーター ＳＪ 初期設定  

パワーメーターＳＪの製品出荷時は、下記表の通りに設定されています。設定を行わないと正

常に起動しない項目もありますので、本取り扱い説明書を読んだ上で正しく設定を行うようにし

て下さい。走行中の設定変更は大変危険を伴いますので、設定を変更する場合は必ず車両が

停止した状態で行って下さい。 

 

設定項目 選択項目 初期設定値 

表示単位 ｋｇ・１ｂ・Ｗ・ｋｍ／ｈ・ｍ／ｈ・ＰＳ・ＨＰ ｋｍ／ｈ ・ ｋｇ ・ ＰＳ 

表示モード リアル ・ パッシングホールド リアル 

速度ピーク値 自動更新 ０ ｋｍ／ｈ 

馬力ピーク値 自動更新 ０ ＰＳ 

速度バーグラフスケール 自動更新 ０～１００ｋｍ／ｈ 

馬力バーグラフスケール 自動更新 ０～１００ＰＳ 

速度ＴＡＲＧＥＴ設定値 ＯＦＦ・１０ｋｍ／ｈ～４００ｋｍ／ｈ 

（１０ｋｍ／ｈ毎） 

ＯＦＦ 

馬力ＴＡＲＧＥＴ設定値 ＯＦＦ・１０ＰＳ～１２００ＰＳ 

（１０ＰＳ毎） 

ＯＦＦ 

ＴＡＲＧＥＴ設定値到達時アラーム ＯＮ・ＯＦＦ ＯＦＦ 

スピードリミッター解除設定値 ＯＦＦ・１０ｋｍ／ｈ～４００ｋｍ／ｈ 

（１０ｋｍ／ｈ毎） 

１７０ｋｍ／ｈ 

速度キャリブレーション設定値 ４０ｋｍ／ｈ・８０ｋｍ／ｈ・２Ｐ・４Ｐ・８Ｐ・１６Ｐ ４０ｋｍ／ｈ 

（基本設定は４Ｐ理論値） 

車両重量入力値 １０ｋｇ～４５００ｋｇ（１０ｋｇ毎） １２００ｋｇ 

駆動方式設定 ２ＷＤ・４ＷＤ ２ＷＤ 

走行抵抗設定値 ―１５～３４（Ｐ１毎） Ｐ．０ 

ホイールスピン監視距離設定値 ＯＦＦ・１ｍ～９９ｍ（１ｍ毎） ＯＦＦ 

 

ＤＡＳＨ計測測定項目 

０－２００ｍ・０－４００ｍ・０－１０００ｍ 

０－１００ｋｍ／ｈ・０－２００ｋｍ／ｈ 

０－３００ｋｍ／ｈ・１００－２００ｋｍ／ｈ 

２００－３００ｋｍ／ｈ 

 

０－２００ｍ 

ＤＡＳＨ計測記録 自動保持（１～４） なし 

ＤＡＳＨ計測記録保持禁止設定 任意設定（１～４） 未設定 

バックライト輝度設定値 ０（ＯＦＦ）～１００ １００ 

※表示単位を変更した場合、全ての単位が選択された単位に変更されます。 

※海外単位のＨＰ・１ｂを選択した場合、画面上にその単位は表示されません。 

※変更された設定や計測した記録は、ＩＧＮ－ＯＦＦにしてもメモリーに保持されています。 
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 パワーメーター ＳＪ を正しく使用していただくために  

■スピードリミッター解除設定 

初期設定値は１７０ｋｍ／ｈに設定されていますが、車両により制御する速度域が異なりますの

で、速度域の設定が必要です。 

一般公道を走行する場合、スピードリミッターの解除は絶対に行わないで下さい。本製品のス

ピードリミッター解除機能はクローズドサーキットなどでの使用を目的とした機能です。 

 

 設定方法  

① 画面表示が車速表示モードになっていることを確認して下さい。 

② ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、スピードリミッター解除モードになります。 

初期値は１７０ｋｍ／ｈに設定されていますが、スピードリミッターが解除されない場合は、

ＵＰ（↑）スイッチを押すと制御速度が１０ｋｍ／ｈ毎に上昇し、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押す

と１０ｋｍ／ｈ毎に下降します。 

④ スピードリミッターが解除できる値に設定して下さい。設定値の決定は、ＳＥＬＥＣＴスイッチ

を押して下さい。画面が速度キャリブレーションモードに変わりますので、速度キャリブレ

ーション設定を行って下さい。引き続き設定を行う場合は、次項の速度キャリブレーション

設定方法③に進んで下さい。 

⑤ スピードリミッター解除機能を使用しない場合は、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押してＯＦＦに設

定して下さい。 

注意 一部車両でスピードリミッター解除が出来ない場合があります。 

警告 スピードリミッター解除の確認は、一般公道では行わないで下さい。又、専門の知識を

持った専門店で行って下さい。 

 

■車速キャリブレーション設定 

車両側の車速パルス値とパワーメーターＳＪの車速検知値が一致していないと、正確な車速表

示や馬力表示が出来ません。予め車両の車速パルスが明確な場合は速度キャリブレーション

を行う必要な有りませんが、不明な場合やズレが生じていると判断される場合は速度キャリブ

レーションを行う必要があります。 

 

 設定方法  

① 車速表示モードで、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、スピードリミッター解除モ

ードになります。 

② 次にＳＥＬＥＣＴスイッチを押すと画面に４０ｋｍ／ｈという表示が点滅します。 

キャリブレーション設定の選択は、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押す毎に、４０ｋｍ／ｈ→８０ｋｍ

／ｈ→２Ｐ→４Ｐ→８Ｐ→１６Ｐ→４０ｋｍ／ｈと変わります。 

③ 車両の車速パルスが明確な場合は、その車両に合ったパルス信号値に設定して下さい。

その場合、実走する必要はありませんが、より確実な値を求められる場合は４０ｋｍ／ｈ又

は８０ｋｍ／ｈでの速度キャリブレーションを行って下さい。高速走行を基本とする場合は、
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８０ｋｍ／ｈでの速度キャリブレーションを行うことをお勧めします。 

④ 速度キャリブレーションの設定方法は、画面に４０ｋｍ／ｈ又は８０ｋｍ／ｈが点滅している

状態で走行し、車載のスピードメーターがその速度になった時にＵＰ（↑）スイッチを押して

下さい。表示が早い点滅になり設定が自動的に終了します。設定が終了すると、画面が

速度表示画面に切り替わります。 

※速度キャリブレーションされると、速度ピーク値・馬力ピーク値・バーグラフスケールが初期

化されます。 

 

注意 走行中、車載のスピードメーターとパワーメーターＳＪの表示に若干の相違がでる場合

がありますが、故障ではありません。相違が著しい場合はキャリブレーションを再度行

って下さい。 

 

■車両重量 ・ 駆動方式 ・ 走行抵抗の入力 

パワーメーターＳＪは車速信号を検知し、加速度によって馬力の演算を行っております。そのた

め、車両重量・駆動方式・走行抵抗により表示される馬力値が変化しますので、それらの数値

を正確に入力しないと、正確な馬力測定を表示することが出来ません。 

 

 車両重量入力方法  

① 画面表示が馬力表示モードになっていることを確認してください。（表示モードの変更は、Ｓ

ＥＬＥＣＴスイッチを押す毎に切り替わります。画面の左に「ＮＥＴＰＯＷ」と表示されている

時が馬力表示モードです。） 

② ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、車両重量入力モードになります。初期値は １

２００ｋｇに設定されています。 

③ ＵＰ（↑）スイッチを押すと１０ｋｇ毎増加し、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと１０ｋｇ毎減少しま

すので、適正な数値を入力して下さい。設定を変更すると重量表示が点滅します。 

入力する車両重量の目安は、車検証に表示されている車両重量に運転手（自分）の体重

と同乗者分の体重・ガソリン重量・その他装備品の重量を加算します。コーナーウエイトゲ

ージなどを使用して車両重量を計測すると、より正確な値が入力できます。ガソリン重量

や装備品重量など良く判らない場合は、車検証に記載されている車両重量を１．１倍し、１

桁目を四捨五入して下さい。 

※この場合、表示される値は目安程度であることを了承して下さい。車両重量入力が実際

の重量よりも少ないと馬力も少なく表示され、逆に実際に重量よりも多いと馬力も多く表

示されます。 

④ 車両重量の入力値を決定するには、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。画面が駆動方式

の設定画面に切り替わりますので、駆動方式の設定を行って下さい。引き続き設定を行う

場合は、次項の駆動方式選択方法③へ進んで下さい。 

※車両重量を変更すると、馬力ピーク値がリセットされます。 

 

 11



 駆動方式選択方法  

① 面表示が馬力表示モードになっていることを確認してください。（表示モードの変更は、ＳＥ

ＬＥＣＴスイッチを押す毎に切り替わります。画面の左に「ＮＥＴＰＯＷ」と表示されている時

が馬力表示モードです。） 

② ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、車両重量入力モードになります。 

③ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと駆動方式選択モードになります。初期値は２ＷＤに

設定されています。ＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯＷＮ（↓）スイッチを押す毎に、２ＷＤ・４ＷＤが

交互に切り替わります。（２ＷＤ／４ＷＤの選択を行います。） 

④ 決定は、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。画面が切り替わり、走行抵抗番号入力モード

になりますので、走行抵抗番号の入力を行って下さい。次項⑤に進んで下さい。 

※ＮＩＳＳＡＮ ＳＫＹＬＩＮＥ ＧＴ－Ｒ などのトルクスプリットタイプの４ＷＤ車両に関しては、２

ＷＤに設定して下さい。 

※駆動方式を変更すると、馬力ピーク値がリセットされます。 

 

 走行抵抗番号の入力方法  

① 表示が馬力表示モードになっていることを確認してください。（表示モードの変更は、ＳＥＬＥ

ＣＴスイッチを押す毎に切り替わります。画面の左に「ＮＥＴＰＯＷ」と表示されている時が

馬力表示モードです。） 

② ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、車両重量入力モードになります。 

③ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと駆動方式選択モードになります。 

④ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと走行抵抗番号入力モードになります。 

初期値はＰ：０に設定されています。 

⑤ 本取り扱い説明書Ｐ１２の走行抵抗補正係数一覧表を参照し、車両に適合する値を入力し

て下さい。ＵＰ（↑）スイッチを押す毎に数値が増加し、ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押す毎に減

少します。設定数値はー１５～３４まで１ポイント毎です。 

⑥ 決定は、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。画面が切り替わり、ホイールスピン監視距離

設定モードになりますので、ホイールスピン監視距離設定の入力を行って下さい。次項⑥

へ進んで下さい。 

※走行抵抗番号が変更された場合、馬力ピーク値がリセットされます。 

 

・走行抵抗補正係数一覧表は、ノーマル車両を基準に算出していますので、タイヤの扁平率

拡大による摩擦係数の増加やエアロパーツ装着による空気抵抗の低減などで変化します。

設定数値が小さい値だと、走行抵抗が少ないと判断されるためロス馬力が少なく表示され

ます。設定数値が大きくなると、走行抵抗が増加したと判断されるためロス馬力が多く表示

されます。走行抵抗補正係数一覧表に適合する車型がない場合は、ボディータイプ・排気

量などが同様な車型の数値を入力して下さい。 
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■走行抵抗補正係数一覧表 

種別 車種 補正係数 

軽自動車 ｶﾌﾟﾁｰﾉ・ﾐﾗ・ｱﾙﾄ・AZ ﾜｺﾞﾝ －２ 

１０００ｃｃ以下のミニバン ﾑｰﾌﾞ・ﾜｺﾞﾝ R・ﾗｲﾌ・ﾄｯﾎﾟ BJ ＋１ 

１０００ｃｃ～１６００ｃｃのＮＡ車 

 

ﾏｰﾁ・ｷｭｰﾌﾞ・ﾊﾟﾙｻｰ・ﾚﾋﾞﾝ・ｶﾛｰﾗｾﾚｽ・ｶﾛｰﾗ FX 

ｼﾋﾞｯｸ・CR-X・ｲﾝﾃｸﾞﾗ・ﾕｰﾉｽﾛｰﾄﾞｽﾀｰ・ﾐﾗｰｼﾞｭ 

－２ 

－２ 

１６００ｃｃ以上のターボ車 

３０００ｃｃ以下のスポーツ車 

ｿｱﾗ・ｱﾘｽﾄ・ﾏｰｸⅡ・70 ｽｰﾌﾟﾗ・MR2・ｾﾘｶ・ｶﾚﾝ 

MRS・ｱﾙﾃｯﾂｧ・ｽｶｲﾗｲﾝ・ｼﾙﾋﾞｱ・180SX・ﾛｰﾚﾙ 

ｾﾌｨｰﾛ・ﾌﾞﾙｰﾊﾞｰﾄﾞ・ﾌｪｱﾚﾃﾞｨｰ Z・ 

GTO・FTO・ﾗﾝｻｰ・ｴｸﾘﾌﾟｽ・ｷﾞｬﾗﾝ・NS-X・S2000 

ﾕｰﾉｽｺｽﾓ・RX-7・ﾌｧﾐﾘｱ・ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ・ｼﾞｪﾐﾆ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

セダン系 ｾﾙｼｵ・ｸﾗｳﾝ・ｶﾘｰﾅ・ｺﾛﾅ・ｶﾛｰﾗ・ｶﾑﾘ・ｳｨﾝﾀﾞﾑ 

ｼｰﾏ・ｾﾄﾞﾘｯｸ・ﾚﾊﾟｰﾄﾞ・ﾛｰﾚﾙ・ﾌﾟﾘﾒｰﾗ・ﾌﾞﾙｰﾊﾞｰﾄﾞ 

ﾗﾝｻｰ・ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃ・ｷﾞｬﾗﾝ・ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ・ｲﾝｽﾊﾟｲﾔｰ 

ｱｺｰﾄﾞ・ﾚｶﾞｼｰ・ｽﾀｰﾚｯﾄ（ﾀｰﾎﾞ） 

＋２ 

＋２ 

＋２ 

＋２ 

ステーションワゴン系 ｶﾙﾃﾞｨﾅ・bB・ﾌｧﾝｶｰｺﾞ・ｾﾌｨｰﾛ・ｽﾃｰｼﾞｱ・ﾌﾟﾘﾒｰﾗ 

ｱﾍﾞﾆｰﾙ・ｳｨﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ・ﾚｸﾞﾅﾑ・ﾘﾍﾞﾛ・ｱｺｰﾄﾞ・ｶﾍﾟﾗ 

ﾚｶﾞｼｰ・ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ・ﾌｫﾚｽﾀｰ 

＋２ 

＋２ 

＋２ 

ミニバン系 ｴｽﾃｨﾏ・ﾀｳﾝｴｰｽﾉｱ・ｲﾌﾟｻﾑ・ｽﾊﾟｼｵ・ｶﾞｲｱ・ﾅﾃﾞｨｱ 

RAV4・ﾌﾟﾚｻｰｼﾞｭ・ﾊﾞｻﾗ・ｾﾚﾅ・ﾘﾊﾞﾃｨｰ・ﾃｨｰﾉ・MPV 

RVR・ｼｬﾘｵｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ・ﾌﾟﾚﾏｼｰ・ｵﾃﾞｯｾｲ・ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ 

SM-X・HR-V・ｽﾄﾘｰﾑ 

＋３ 

＋３ 

＋３ 

＋３ 

ＳＵＶ系 ｸﾞﾗﾝﾋﾞｱ・ﾊﾘﾔｰ・ｸﾞﾗﾝｺﾞﾊｲｴｰｽ・ｴﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ＋５ 

ＲＶ系 ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ・ﾊｲﾗｯｸｽ・ﾊﾟｼﾞｪﾛ・ﾋﾞｯｸﾎｰﾝ ＋８ 

その他 80 ｽｰﾌﾟﾗ 

ｳﾞｨｯﾂ 

－５ 

－６ 

 

※補正係数値はﾉｰﾏﾙ車両を基準に算出していますので、空力パーツ（エアロ）等により大幅

に空気抵抗が異なっている車両や、ウイングなどで極端にダウンフォースを発生させている

車両は、必ずしも上記ボディータイプで選択できない場合があります。 

※お客様の車両が表にない場合は、排気量やボディー形状の同様な車種を表中より探し、そ

の車両の補正係数を入力して下さい。 
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 ホイールスピン監視距離設定方法  

① 表示が馬力表示モードになっていることを確認してください。（表示モードの変更は、ＳＥＬＥ

ＣＴスイッチを押す毎に切り替わります。画面の左に「ＮＥＴＰＯＷ」と表示されている時が

馬力表示モードです。） 

② ＤＯＷＮ（↓）スイッチを３秒間押し続けると、車両重量入力モードになります。 

③ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと駆動方式選択モードになります。 

④ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと走行抵抗番号入力モードになります。 

⑤ もう一度ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すとホイールスピン監視距離設定モードになります。初

期設定値はＯＦＦに設定されています。 

⑥ ＵＰ（↑）スイッチを押すと距離数が１ｍ毎増加します。ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと１ｍ毎

減少します。設定は１ｍ～９９ｍまでの設定が可能です。入力した設定値は、車両の停止

状態から設定した距離に達するまで馬力の計測を行いません。この設定をすることにより、

“０”スタート時のホイールスピンによる異常な馬力値を除外することが出来ます。設定さ

れた距離に達するまで、画面には“ＳＰｎ”と表示されます。 

⑦ 決定は、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。画面が切り替わり、馬力表示画面に戻ります。 

 

以上で、速度表示・馬力表示に関する設定は終了です。 

設定、変更、更新された数値は、ＩＧＮ－ＯＦＦ後もメモリーされています。 

 

 各項目画面の説明と操作方法  

 

■表示単位の設定 

パワーメーターＳＪの表示単位を変更することが出来ます。表示単位を変更することにより、海

外での使用にも対応しています。変更できる単位は下記の通りです。 

ｋｇ ・ ｋｍ／ｈ ・ ＰＳ （国内標準表示単位） 製品初期設定値 

ｋｇ ・ ｋｍ／ｈ ・ ｋＷ （ＰＳ：馬力→ｋＷ：仕事量に変更） 

１ｂ ・ ｍ／ｈ ・ ＨＰ  （海外表示単位 ｍ／ｈ：マイル表示 １ｂ：ポンド表示） 

１ｂ ・ ｍ／ｈ ・ ｋＷ  （ＨＰ：ホースパワー→ｋＷ：仕事量に変更） 

※海外表示単位の「１ｂ（ポンド）」「ＨＰ（ホースパワー）」を選択した場合、画面にその単位は

表示されません。 

※表示単位を変更した場合、全てのモードでの単位が選択された単位に変更されます。 

 

 表示単位設定方法  

ＳＥＬＥＣＴスイッチを押しながらＩＧＮ－ＯＮ（電源ＯＮ）すると、表示単位設定モードになります。

初期設定値は上記単位設定の①に設定されています。 

ＵＰ（↑）スイッチを押す毎に上記単位設定が①→②→③→④→①の順で切り替わります。ＤＯ

ＷＮ（↓）スイッチを押す毎に上記単位設定が①→④→③→②→①の順で切り替わります。 

決定は、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。画面表示が  ― ― ―  となりバーグラフ上で２
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セグメンとが流れた後、ＩＧ－ＯＦＦ時の表示画面になります。 

※表示単位を変更した場合、車両重量値とスピードリミッター解除設定値は自動的に換算計

算されますが、ＤＡＳＨ計測記録が全てリセットされます。 

 

■表示モードの切り替え 

パワーメーターＳＪの表示モードの切替は、ＳＥＬＥＣＴスイッチにて行います。切り替わるモード

はＳＥＬＥＣＴスイッチを押す毎に、車速表示→馬力表示→ＤＡＳＨ計測→ＤＡＳＨ記録→ＯＦＦ→

速度表示の順で切り替わります。（表示単位は初期設定値） 

 

 速度表示モード  

・速度表示モードでは下記の機能が使用できます。 

① 速度のデジタル表示（リアル／パッシングホールド） 

② 速度表示画面でＤＯＷＮ（↓）スイッチにて切り替え。（画面左上Ｐａｓｓ．ｈ表示） 

③ 速度ピーク値表示（速度ピーク時の馬力表示／ピーク値のリセット） 

 速度表示画面でＵＰ（↑）スイッチにて切り替え。（画面左上ＰＫ表示） 

④ 速度ピーク値表示中にＵＰ（↑）スイッチを押している間、速度ピーク時の馬力を表示しま

す。速度ピーク値のリセットは、速度ピーク値表示中にＵＰ（↑）スイッチとＤＯＷＮ（↓）ス

イッチを同時に押して下さい。 

⑤ 速度ＴＡＲＧＥＴ値設定（ＯＦＦ・１０ｋｍ／ｈ～４００ｋｍ／ｈ） 

設定した速度に達すると、画面が赤くなりアラームを鳴らす事が出来ます。 

速度表示画面でＵＰ（↑）スイッチを約３秒間押して下さい。（画面左中央ＴＡＧＥＴ表示） 

ＵＰ（↑）スイッチを押すと１０ｋｍ／ｈ毎に上昇します。ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと１０ｋ

ｍ／ｈ毎に下降します。ＴＡＲＧＥＴ速度を決定するには、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。

アラーム選択画面に切り替わり、ＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯＷＮ（↓）スイッチを押して、ア

ラームのＯＮ・ＯＦＦの設定を行います。速度ＴＡＲＧＥＴ値を設定しない場合は、設定値を

ＯＦＦにして下さい。 

⑥ スピードリミッター解除設定（ＯＦＦ・１０ｋｍ／ｈ～４００ｋｍ／ｈ） 

⑦ 速度キャリブレーション設定（４０ｋｍ／ｈ・８０ｋｍ／ｈ・２Ｐ・４Ｐ・８Ｐ・１６Ｐ） 

※⑥⑦の操作に関しては、Ｐ９ の各設定項目を参照して下さい。 

 

 馬力表示モード  

・馬力表示モードでは下記の機能が使用できます。（表示単位は初期設定値） 

① 馬力のデジタル表示（リアル／パッシングホールド） 

② 馬力表示画面でＤＯＷＮ（↓）スイッチにて切り替え。（画面左上Ｐａｓｓ．ｈ表示） 

③ 馬力ピーク値表示（馬力ピーク時の速度表示／ピーク値のリセット） 

 馬力表示画面でＵＰ（↑）スイッチにて切り替え。（画面左上ＰＫ表示） 

④ 馬力ピーク値表示中にＵＰ（↑）スイッチを押している間、馬力ピーク時の速度を表示しま

す。馬力ピーク値のリセットは、馬力ピーク値表示中にＵＰ（↑）スイッチとＤＯＷＮ（↓）ス
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イッチを同時に押して下さい。 

⑤ 馬力ＴＡＲＧＥＴ値設定（ＯＦＦ・１０ＰＳ～１２００ＰＳ） 

設定した馬力に達すると、画面が赤くなりアラームを鳴らす事が出来ます。 

馬力表示画面でＵＰ（↑）スイッチを約３秒間押して下さい。（画面左中央ＴＡＧＥＴ表示） 

ＵＰ（↑）スイッチを押すと１０ｋｍ／ｈ毎に上昇します。ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと１０ｋ

ｍ／ｈ毎に下降します。ＴＡＲＧＥＴ馬力を決定するには、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押して下さい。

アラーム選択画面に切り替わり、ＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯＷＮ（↓）スイッチを押して、ア

ラームのＯＮ・ＯＦＦの設定を行います。馬力ＴＡＲＧＥＴ値を設定しない場合は、設定値を

ＯＦＦにして下さい。 

⑥ 車両重量入力（１０ｋｇ～４５００ｋｇ） 

⑦ 駆動方式選択（２ＷＤ／４ＷＤ） 

⑧ 走行抵抗番号入力（-１５～３４） 

⑨ ホイールスピン監視距離値設定（ＯＦＦ・１ｍ～９９ｍ） 

※⑥⑦⑧⑨の操作に関しては、Ｐ１０～１３ の各設定項目を参照して下さい。 

 

 ＤＡＳＨ計測モード  

・ＤＡＳＨ計測モードでは下記の機能が使用できます。（表示単位は初期設定値） 

① ０－２００ｍ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

② ０－４００ｍ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

③ ０－１０００ｍ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

④ ０－１００ｋｍ／ｈ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

⑤ ０－２００ｋｍ／ｈ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

⑥ ０－３００ｋｍ／ｈ到達時間の計測（カウントダウンスタート方式） 

⑦ １００－２００ｋｍ／ｈ到達時間の計測（１００ｋｍ／ｈに達した時点から自動計測開始） 

⑧ ２００－３００ｋｍ／ｈ到達時間の計測（２００ｋｍ／ｈに達した時点から自動計測開始） 

※ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押す毎に、①→②→③→④→⑤→⑥→⑦→⑧→①の順で切り替わ

ります。 

 

 測定方法  

“０”スタート計測項目に関しては、各項目設定後ＵＰ（↑）スイッチを押すとバックライトが赤く変

わり「ｒｄｙ」の表示が出てカウントダウンが始まります。バーグラフも同時に全点灯になり、カウ

ントダウンに合わせて４セグづつ消灯します。バーグラフが全消灯したと同時にバックライトが

緑に変わり、「Ｇｏ」と表示されます。但し、実際に計測が始まるのは「Ｇｏ」の表示に関係なく、Ｕ

Ｐ（↑）スイッチを押した後、車速を検知した時点から計測が始まりますので、フライングやフリ

クションタイムロスなどは計測されません。計測中はストップウォッチ画面に切り替わります。計

測が終了した時点で、アラームが鳴り１秒毎に到達タイム表示と到達時速度を表示します。 

中間加速計測に関しては、項目設定後ＵＰ（↑）スイッチを押すと「Ｇｏ」の表示が出ます。計測

開始速度になると、自動的にタイム表示画面に切り替わり計測が始まります。計測中はストッ
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プウォッチ画面に切り替わります。計測が終了した時点で、アラームが鳴り１秒毎に到達タイム

表示と到達時馬力を表示します。 

 

※計測中を中断する場合は、計測中にＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯＷＮ（↓）を押して下さい。  

画面が項目設定画面（現在計測中の項目）に切り替わります。 

 

 ＤＡＳＨ記録表示モード  

・ ＤＡＳＨ計測モードで計測した記録を、表示確認することが出来ます。 

記録できる回数は最大４回です。計測した記録を更新しないようにロックすることも出来ます。

記録番号のロックは、任意に選択することが出来ます。４つの記録を全てロックすることは出来

ません。最大３つの記録までです。４つ目の記録をロックしようとするとアラームが鳴ってロック

できないことを知らせます。その記録をロックしたい場合は、ロックされている他の記録番号を

解除して下さい。ロックの方法は、表示中にＤＯＷＮ（↓）スイッチを押して下さい。記録番号の

右端に鍵のマークが記録番号と共に点滅します。ロックの解除は、鍵のマーク点滅中にＤＯＷ

Ｎ（↓）スイッチを押すと、鍵のマークが消えます。鍵のマークが点滅している記録番号は、計

測記録が更新されません。 

ＤＡＳＨ記録表示モードを選択した時（画面を切り替えた時）は、最後に記録した記録番号が表

示されます。（表示している記録番号が点滅します） 

ＤＡＳＨ記録番号の切り替えは、ＵＰ（↑）スイッチを押す毎に「１→２→３→４→１」の順で切り替

わります。 

記録の表示は、距離到達タイム（０－２００ｍ等）の場合１秒毎に「計測項目」「タイム」「到達時

速度」を表示します。速度到達タイム（０－１００ｋｍ／ｈ等）の場合、１秒毎に「計測項目」「タイ

ム」「速度到達時馬力」を表示します。 

記録番号に何も記録されていない場合は、 - - ．-  と表示されます。 

計測可能なタイムは、０～９９．９秒（０．１秒毎）です。 

計測記録をクリアーにしたい場合は、ＵＰ（↑）スイッチを約３秒間押して下さい。アラームが鳴

り全ての記録がクリアーされます。（記録をロックしてある場合でもクリアーされます。） 

 

 ＯＦＦモード  

・ＯＦＦモードでは下記の機能が使用できます。 

① 画面の消灯 

ＤＡＳＨ記録表示モードで、ＳＥＬＥＣＴスイッチを押すと、ＯＦＦと表示され約３秒後にバックライト

とＬＣＤ表示が消灯になります。ＯＦＦモード中にＳＥＬＥＣＴスイッチを押すと、速度表示画面に

なります。ＯＦＦモード中にＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと、輝度調整モード

になります。（そのまましばらくスイッチを押さないと画面は消灯します。） 

 

② バックライト輝度調整 

画面のバックライト照明の明るさを調整することが出来ます。 
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ＯＦＦモード中（画面にＯＦＦと表示されている間、又は画面消灯中）にＵＰ（↑）スイッチ又はＤＯ

ＷＮ（↓）スイッチを押すと、輝度調整モードになります。ＤＯＷＮ（↓）スイッチを押すと輝度数

値が減少し、バックライト照明が暗くなります。（０は消灯です。）ＵＰ（↑）スイッチを押すと輝度

数値が上昇しバックライト照明が明るくなります。調整範囲は０～１００です。バーグラフが数値

と同調し増減します。 

③ オールリセット 

全ての設定や記録値を初期設定値に戻すことが出来ます。 

ＯＦＦモード中（画面にＯＦＦと表示されている間、又は画面消灯中）に、ＵＰ（↑）スイッチとＤＯ

ＷＮ（↓）スイッチを約１秒間同時に押すと、輝度数値表示後バックライトが赤くなり画面に  

 ＡＬＬ  と表示され、約１秒後に  ＣＬｒ  と表示されアラーム音と共に画面が初期画面になり

ます。約３秒間の初期画面表示の後、車速表示画面になりますので、再度使用する場合は車

両に合った初期設定を行って下さい。 
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■故障と思う前に 

 故障と判断する前に下記の点をもう一度確認してください。 

【配線ミスやコネクターの挿し込みは確実ですか？】 

【電源は確実に１２Ｖとれていますか？】 

場所によっては走行したり他の電子機器が作動すると電圧降下を起こし本体が正常に作動し

ない事があります。 

【アース線（黒色線）は確実にボディーアースしていますか？】 

塗装がのっていたり走行中の振動などでアース不良を起こすと本体が正常に作動しない事が

あります。 

【エレクトロタップ等は確実に導線していますか？】 

車速センサー等は結線が不充分だとスピードの入力ができたりできなかったりします。 

※一部車両は車速センサーの検出ができず取り付けが不可の車両があります。その場合は

販売店もしくは弊社までお問い合わせください。 

【操作方法は正しいですか？】 

もう一度本説明書をよく読み確認してください。 

 

 ※上記項目をご確認いただき本製品が正常に作動しない場合は、本製品の使用を中止して

お買い上げ販売店もしくは弊社までご連絡下さい。  

 

■装着可能自動車と製品の仕様 

□装着車種：電源回路がＤＣ１２Ｖ車 

      （車速センサーのパルスピックアップの可能な車両） 

□製品名称：ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ ＳＪ 

□製品番号：１５０７６ 

 

■製品についてのご相談先 

製品についてのお問い合わせ連絡は、お電話またはＦＡＸにて下記宛にお願いします。 

□連絡先 （株）ブリッツサポートセンター      □ＴＥＬ ０４２２－６０－０５１５ 

□住 所 東京都西東京市新町４－７－６    □ＦＡＸ ０４２２－６０－０５２１ 

□ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｂｌｉｔｚ．ｃｏ．ｊｐ/ 
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